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倍率 

北 1 地区だより 石橋 義夫 

【今年度の羽化観察】 

今年度もセミの先生のご協力を得て、８月６日せせらぎ公園でセミの羽化観察体験塾

を実施することができました。参加者は、児童２０名、保護者２０名、幼児３名、工房関

係者８名の合計５１名でした。右の写真は、この日に羽化したてのセミの写真です。 

児童のアンケートからは、初めてセミが羽化するところ見ることができ、感動したと

のコメントを多数頂きました。工房関係者に取っては、うれしいかぎりのコメントです。

また、来年も頑張ろうと思うしだいです。 

 

【セミの産卵に遭遇！】 

余録ですが、リハーサルの時に、セミの羽化観察をする公園でセ

ミが卵を産んでいる場面を目撃しました。古木に産卵しているセ

ミがいると、セミの先生がこどものように興奮して叫びました。工

房関係者が一斉に注目、皆でその場面をみました。セミはじっとし

て動きませんが、時々、腹を震わせ産卵管を木にさしているようで

す。古木の回りにはセミが産卵した跡がたくさんありました。アシ

スタントの１人がスマフォで動画写真を撮影しはじめました。テ

レビの一場面のような状況でした。たんけん通信の紙面の紹介は

写真です。セミの先生がいないと、セミの産卵場面があったとして

も気が付きませんが、セミの先生が興奮して、工房関係者に知らせ

てくれましたお陰で、貴重な場面に遭遇することができました。 

 

 

 

↑ 木の白い傷跡が 

産卵した場所 

 ↑ 産卵管を木にさして 

産卵しているところ 
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太陽熱風車  M197（7/16） 

          2003 年のスタート以来、今も

回り続けている人気テーマ。 

          体験塾当日は天気が悪く、太陽

の顔が見えなかったが、晴れの

日には家で元気に回っていると

の動画連絡があった。 

 コロナ禍の中、通常の体験塾だけでなく、出前塾も 

2 件、と例年になく盛況で、講師はじめスタッフは 

新しいテーマに熱く挑戦し、暑い夏となりました。 

プロペラカー DW30  

（8/7 いずみ野 CP） 

 コロナ禍の遅延で、2 年越し 

の親子工作教室として開催。 

1 時間半の楽しい時間を過ごす 

ことができた。 

スマホでプログラミング OD11（7/2） 

            ＆ T220（7/30） 

        2021 にスタートして、2＆3 回目               

の開催となった。 スマホで MicroBit 

       シミュレート機能を使ってプログラム

作成・実行（楽譜演奏・じゃんけんゲ

ーム）までできるようになった。 

Microbit で動かすロボットカー DW31（戸塚 C） 

         人数を絞り、3 日コースでの

MicroBitのプログラミング習得から

機能の組み込み、実機へのダウンロ

ードを経て、動作確認・修正と、盛

り沢山であったが、狙い通りの成果

を達成できた。 

マイコン（プログラム）で制御する信号機 

             M198（9/17） 

        2003 年スタートしたランプをスイ

ッチ切り替えする電気回路構成から約

20 年、マイコン搭載のプログラムで

LED 信号機動作の拡大性に触れるこ

とができた。 

 

 

新規テーマ「ふしぎな色水」誕生の背景 北２地区だより 

北２Gr では毎月「テーマ会議」を開催して、既にこの８月で７８回を数えまし

た。「新規テーマ開発」、「新規主任のサポート」、「既存テーマの見直し」や、イベ

ント、出前塾用の「簡単工作」の開発を進めて来ています。 

そんな中で、新規テーマ「ふしぎな色水」は「テーマ会議」で約１年かけて、議

論し、参加者の実験実習を繰り返し、アイテム交換会にも紹介します。 

最終的に運営会議で“参加費”審議を経て、できれば、出前塾は今年度、科学塾は

次年度から実施の予定です。 

「ふしぎな色水」のテーマ誕生の背景は、公立高校入学後のクラブ活動勧誘イベ

ントで“化学部”の紹介を見たことにあります。１０本位の無色液体入り試験管を

並べて、ある液を混ぜると、赤になったり、黒、青、黄の色の変化にビックリしま

した。ナゼおきるのか、極めたくなり、化学部に入りました。その後、化学の道に

進み、仕事も化学系のメーカーに入り、定年まで過ごしてきました。 

科学塾のテーマとしては、できるだけ安価で、安全な入手しやすい材料を主体に、

２時間に収める必要があり、３種類の色が変わる実験の構成にしました。 

 

① 無色が赤に変化するも、振ると無色に戻る 

② 青色が無色に変化するも、振ると再び青色に戻る 

③ 青から赤に変わり、更に黄色に。振ると赤を経て、青に戻り信号機のよう。 

②、③は試験管の中で条件を選ぶと、10 回位は楽しめます。 

                           （野田 博） 

 

 

 

 

青 

赤 

黄 

（２） 
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              公民館側の希望が SDGｓということで「太陽熱風車」を実施し、最後に北 2 

             地区竹内さんが全体交流会で使用した資料をもとにＳＤＧｓの話をした。 

             コロナ禍で参加者が 15 名募集のところ 7 名参加（近隣の秋葉台小学校と石川小学 

             校の 4 年～6 年）と少なかったが、全員最後まで集中して、実験、工作とも成功し 

             た。７月は雨の日が多く天気が心配だったが、当日は窓側で比較的強い太陽光が降 

り注ぎ、白と黒の集熱紙での羽根車の回転の差や、排気口に煙突（黒い紙で作った筒）を付けたときの効果など 

の確認が、良くできたようだ。また、夏休みの教室らしく、夏休みの 

自由研究のテーマにすると言って、説明を聞きながら熱心にノートを 

取っている子どももいた。 

SDGｓの話では、昔は発生する二酸化炭素が森の木の光合成や海に 

吸収されていたが、近年は工場や車、家庭などで発生する二酸化炭素 

が森や海で吸収しきれず、地球の温度が上昇していることを説明した。 

これに対し私たちの出来ることを考え、皆が努力していくことの必要 

性を訴えて理解してもらった。(森田) 

◆その他の出前教室の実績、今後の予定 
 
 

 

（３） 

８/22 実施済  
◎長後公民館夏休み出前教室(DF-55) 

   ・テーマ：「風力車」 ・参加者：10 名 

9/23 実施予定  
◎(茅ヶ崎)香川公民館出前教室(DF-57) 

   ・テーマ：「ヘロンの噴水」 ・定員：20 名 

（出前塾の様子） 

遠藤公民館出  藤沢地区だより 

AI に負けない子どもを育てる 
新井紀子著 1,600 円＋税 

 

(遠藤公民館 全景) 

かつて紹介した「AI VS 教科書が読めない子どもたち」の続編です。 

問題提起だけなら、誰でもやれること。AI を知るだけで満足してしまう。 

そんな無責任なことをしていては、今の世の中、なんにも変わらない！！ 

この本は、具体的な実践の書です。 

まずは、みなさん、この本にある「リーディング スキルテスト」を 

体験してみてください。1,600 円、ご自身のために投資しましょう。 

１年半前、購入した時にやってみました。あたっている！と、素直に 

納得しました。でも、いくつになっても読解力は付けたいですよね。 

付けられるそうです！！ 教えてくれています。 

さて、子どもたちの先行き。ものすごく心配になりましたね。 

でも、信じてみましょう。幼児期、小学校低学年、中学年、高学年と、 

それぞれの発達過程でどうしたらいいか、具体的に提言しています。 

それらは、みなさんが体験塾などで、すでに気づいていること。 

シナリオ作りや、アシスタントとして接する機会に、織り込んで 

みませんか。 

 

 

これは、かつて、たんけん工房のホームページに 

掲載したコラムに手を加えたものです。 

 

２冊目の本  島 田 祥 生 
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（４）  

★ スタッフ プロフィール ★ 
入会されて 1～２年経過された皆様のプロフィールを紹介しています。今回は登録が 2020 年 4 月の方のうち３名です。 

Q1 生まれたところ、今住んでいるところと、ごく簡単な略歴等を差し支えない範囲でお書きください           
Q2 たんけん工房に参加するようになったいきさつと動機。   
Q3 たんけん工房に入って良かったことは何ですか？ これからやってみたいことはどんなことですか？ 
Q4 趣味や他に活動していることはどんなことですか？ 

Q5 その他付け加えたいことがあればご自由に一言。                      ≪アンケート項目≫     

 

西 Gp 熊谷 厚博  

A1：東京都目黒区生まれ、高校卒業まで浦和市、その

後はずっと神奈川県、現在は横浜市戸塚区。大学、社会

人ずっと東京でした。 

A2：２０１９年に定年退職、仕事が設計でしたのでこ

れからは人と接する機会が多い何かをと捜してました

が、先に妻が見つけてくれたのがたんけん工房でした。 

A3：こども達と一緒にモノづくりを体験、科学の面白

さを感じる事ができる活動だと思っています。また、

色々なテーマがあり自分自身も大変勉強になっていま

す。特に電気系、メカ系のテーマが面白く参加していき

たいです。 

A4：同じ時期に DIY 神奈川にも入会しています。また

仕事として横浜市理科支援員任用となり子供達に接す

る機会が多いです。個人的には、DIY で色んなものを造

ること、週一回の卓球教室、また座禅ではないですが、

心を整える活動にも取り組んでいます。 

A5：たんけん工房での楽しかった体験を知り合いなど

によく話していますが、興味をもってくれる方も多く、

今後のメンバー増加に繋がってくれると良いなと思っ

ています。 

横浜東 Gp  入
にっ

戸野
と の

 修 

 

A1：神奈川県横浜市磯子区の生まれ。入戸野の姓は山梨

県に多くありこれは武田勝頼の家臣であったからであ

る。２年間のパリ大学フランス政府給付留学や福島大学

の学部新設のための 15 年間の単身赴任を経て 3 年前横

浜に戻り、現在は横浜駅近くの西区平沼在住。 

A2：昔からボランティア活動は続けていて、福島のこど

も科学館館長の仕事を３年間で切り上げて横浜に帰って

きてから東京工業大学の同窓生による子どもたちへの科

学啓蒙活動「くらりか」会員に、同時に横浜にも似たよ

うな活動団体があるということで体験工房の講習会を経

て 2020 年 4 月に会員になった。 

A3：子どもたちが科学に携わる時の姿勢にはかなり共通

した「思い入れ」があるのに驚いた。特にデザイン性に

優れた試作品が子どもたちにとって必ずしも「理論的」

にわかり易いものではないといったことなど勉強になっ

た。 

A4：毎日朝食後に「般若心経」の「ペン筆写」を続けて

いる。また、「体験工房」の関係では、自分で「かがくす

き会」を主宰して「低学年・保護者を中心に科学・理科

を好きになる取り組みを月 1 回無料で実施しており、参

加者は少しずつであるが増加している。福島県での活動

の中に「YAC」宇宙少年団の活動を支援したので、現在

は「相模原分団」で続けている。そこでは、「ロケット製

作や各種宇宙勉強会」飛ぶものの切削」「キャンプ活動」

「ものづくり教室」など、団委員役 40 名が地区のボラ

ンティア団員と共同して活動しているのに参加してい

る。 

A5：科学技術の加速度的な進歩により、簡単な科学おも

ちゃで「その原理」を理解してもらうことはだんだん難

しくなるであろう。しかし、「原理」そのものは変化する

わけではないので、「原理の本質」を主任が理解し説明す

る能力の向上が求められる。 

   横浜東 Gp  八木 三津子 
 

A1：福岡市で生まれ、横浜市で育ちました。海の近くで

くらしたくて横須賀にきて五年になります。 

A2：横須賀に越してきてなにかボランティアを始めたい

なと思ってネットで探していました。たんけん工房のサ

イトを見て興味を持ち講習を受けて参加しました。 

A3：たんけん工房で一番驚いたことは身近にあるものを

利用して素材を作り出していることです。ペットボトル

のキャップや発泡の箱があっと驚くものに変身するのに

感動します。手作りされている素材にも毎回感動します。 

A4：趣味はヨットです。乗り始めておよそ 20 年になり

ますが毎週日曜日に横浜の磯子から東京湾を帆走してい

ます。今年中には海上無線の免許を取りたいと思ってい

ます。 

A5：おもしろ科学たんけん工房の会場ではアシスタント

というより半分は生徒の気持ちで参加しています。 

「わかった」「できた」の感動が楽しくて、家に帰ってか

らも自分でいろいろ試したり工夫して遊んでいます。 

 

通常４人掲載ですが 

事情により、今号は 

３人の掲載となりま 

した。  （編集部） 


